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凡例時日時　場会場　内内容　師講師　対対象　定定員　￥費用　申申し込み　問問い合わせ　Wウェブサイト　子子ども・子育て世帯対象　高高齢者対象

番外編

　平成２０年４月１日～２５年９月３０日に販売していた事業系
有料ごみ処理券の還付は、１０月３１日で終了します。
　詳細は、お問い合わせください。

問清掃リサイクル課管理調整係（☎5722－9５７２、Ｆ5722－9573）

　専用W（コード❸）、ハガキ（ゴミラスへの質問と明記の上、聞きた
いこと、住所・氏名〈ふりがな〉、年代を記入）で、広報
課（〒153－8573目黒区役所〈住所不要〉）へ。いただい
た質問などから、ゴミラスが選んで回答します。

ごみに関するちょっとした疑問や質問をお寄せください

❸

還付手続きに必要なもの（①～③の全て）
①目黒区発行の未使用の事業系有料ごみ処理券
②事業系一般廃棄物処理手数料領収書（またはレシート）
③振込先の口座の確認ができるもの

　区教育委員会は、区民の皆さんに信頼され、効果的な教育行政を推
進するため、毎年、事務の管理・執行の状況について、学識経験者に
意見を伺いながら点検・評価を行っています。4年度の報告書をまと
めましたので、お知らせします。

　芸術の秋。聴いたり、見たり、創造したり、アートを楽しんでみま
せんか。めぐろオータムアートは、音楽・美術・建築など、さまざま
な芸術文化に触れることのできるイベントです。

対象事業
　4年度教育行政運営方針の4つの施策に対応した56事業

1�見学ツアー�
「東大駒場キャンパスの歴史を
学ぶ＋駒場博物館」

時10月14日（土）10：00～12：00
場�東京大学駒場地区キャンパス（駒場3－8
－1）
師�東京大学大学院教養学部駒場博物館助教　
折茂克哉氏
対中学生以上
定�20人（区内在住者を優先して抽選）
￥保険料など300円
申�区W（コード❶）、ハガキ・FAX（見学ツ
アーと明記の上、住所、氏名〈ふりがな〉、
電話、Eメールアドレス、年齢を記入）で、
10月３日（必着）までに、文化・交流課文
化・観光係（〒153－8573目黒区役所
〈住所不要〉、☎5722－
9553、Ｆ5722－9378）へ

問教育政策課教育政策係（☎5722－9432、F5722－9332）

問�1は目黒区美術館（☎3714－1201、F３７１５－９３２８）、23は
めぐろパーシモンホール（☎5701－2913、F5701－2968）

教育委員会の
事務の管理・執行状況の
点検・評価結果をお知らせします

めぐろめぐろ
オータムアートオータムアート

対象となる事業系有料ごみ処理券料金表
種類 シールの色（１枚当たりの金額）

特大（70ℓ相当） 緑（427円）
大（45ℓ相当） 青（274円）
中（20ℓ相当） 赤（122円）
小（10ℓ相当） オレンジ（61円）

見　 本

中央にごみ袋、
右側に右向きの
トラックが表示
されています

報告書（全文）は、総合庁舎本館1階区政情報コーナー・5階教
育政策課、めぐろ学校サポートセンター、社会教育
館、緑が丘文化会館、青少年プラザ、図書館で配布
するほか、区W（コード❹）でご覧になれます。

2�音楽と美術のワークショップ� �
「生活の中の『ノイズ』を見つ
けて展覧会を作る」

時�10月29日（日）・11月4日（土）10：30
～17：30（全２回）
場�目黒区美術館（目黒2－4－36　区民セ
ンター内）
内�騒音などの身近に感じるノイズを集めて
作品として展示
師�アーティスト（現代美術）　
青山悟氏（右写真）ほか
対�高校生以上（スマートフ
ォンを持参）
定20人（先着）
￥材料費など3,000円
申�9月16日から、ハガキ・Eメールに、音
楽と美術のワークショップと明記の上、
住所、参加者全員の氏名（ふりがな。未
成年のみの場合は保護者名）、電話・
FAX、年齢、Eメールアドレスを書いて、
めぐろパーシモンホール事業課（〒152
－0023八雲1－1－1　区民キャンパス
内、Mworkshop@persimmon.or.jp）
へ

中央にごみ袋、右側に右向
きのトラックがプリント

3�旧前田家本邸洋館サロンコン
サート～チェンバロ

時�11月25日（土）①12：15②14：30開演
（開場は開演の１５分前）
場旧前田家本邸洋館（駒場4－3－55）
出演　桒形亜樹子（チェンバロ）
曲目　J.S.バッハ「平均律クラビーア曲集
第２巻より前奏曲とフーガ」ほか
定各50人（先着）
￥全席自由1,000円。未就学児入場不可
申�9月21日から、申込先W（コード❷）、電
話で、めぐろパーシモンホールチケット
センター（八雲1－1－1　区民キャンパ
ス内、☎5701－2904）へ。
窓口申し込み可

❷

点検・評価の基準
Ａ評価：当初の計画どおりに実施できており、一定の成果が得られた　
Ｂ評価：�当初の計画どおりにおおむね実施できたが、取り組みの強化が必要である
C評価：�当初の計画どおりに実施できなかったため、改善の余地がある
※�点検・評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づいて実施

❹

点検・評価結果
施策 Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 計

知・徳・体を総合的に捉えた資質・能力の育成 14 1 0 15
学校の教育活動を支える環境整備の推進 13 1 0 14
学校内外の連携・分担による学校マネジメント
の実現と子どもの安全・安心の確保 16 2 0 18

生涯学習の充実 4 5 0 9
合計 47 9 0 56
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❶

◀講堂（９００番教室）


